
2024/12/10 multimedia 1

2024/12/10 multimedia

shindo

Bridging the Gap Between Image Coding for Machines and Humans

(ICIP 2022)

画像認識のための画像圧縮手法を、人間視聴用に拡張するための手法の提案

ICM手法は機械のための画像を復号する一方で、人間には適さない画像を出力する

→　復号画像にブロックノイズのようなノイズが加わる(特に low bitrate)

ICM手法のLICの一部分をファインチューニングすることで、機械・人間ともに使用できる画像復号ができるよ
うになる

LICのデコーダの頭２層をGAN-lossを用いて学習させる

エンコーダのweightはフリーズしているので、レートは変わらない

若干認識精度が落ちる

PSNR、SSIMが上がる

結果は以下の通り

全く計算量/モデルサイズを増やすことないところが、いいところ。
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How Do Neural Spoofing Countermeasures Detect Partially Spoofed Audio?

(arXiv 2024)

フェイク音声の検出タスク　(特に、部分的にフェイクを合成された音声)

部分的にフェイクな音声を検出するためには、元の音声とフェイクの音声の変換点の理解が重要だと仮定できる

Grad-CAMを用いて、フェイク検出器が、音声のどのパーツに注目しているかを数値化する

→　検出器が正しく判別できているとき：音声のフェイクと元のパーツの境界に注目している

→　検出器が正しく判別できないとき：音声のフェイクと元のパーツの境界に注目していない

検出器が誤っているときの注目領域↓　transition region の値が小さい

これらの結果から、Grad-CAM を用いた注目領域の評価が、タスクの精度評価につかえるかもしれない。

takabe

Language-driven Semantic Segmentation
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(ICLR 2022)

open-vocabulary segmentation task

CLIP text-encoderとimage-encoderを用いて、テキスト(検出対象物体)と画像から、特徴量抽出。

CLIPにより、同一特徴空間に落とすことで、open-vocabularyな認識タスクが可能になる

text-enc.はフリーズ、image-enc., spatial reg.を学習させる

spatial-reg. は、空間的に小さくなった特徴量を、元の画像サイズに戻し、セマンティックセグメンテーション
を完遂させるために採用されている。
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結果は上図の通りであり、zero-shotのセグメンテーションが可能となっている。

問題点は、何かしらのクラスを必ず割り当てる必要があるという点。”other”というクラスの配置が常に必要で
ある。ない場合は、存在するクラスから何か一つ割り当て。


